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令和５年度 第 1回松本市学校部活動の地域クラブ活動への移行検討協議会 

 

 

次  第 
 

 

１ 開 会    

 

２ 教育長あいさつ 

 

３ 委員、事務局会議委員、事務局自己紹介 

 

４ 会議事項 

⑴ 松本市学校部活動の地域クラブ活動への移行検討協議会役員選出【別添１】 

⑵ 子どもの「やってみたい！」を応援する_ガクトまつもとプロジェクト【別添２】 

⑶ 地域移行モデルケースの進捗状況【別添３】 

⑷ 休日部活動の地域移行スポーツ競技団体取組状況【別添４】 

⑸ 部活動の地域クラブ活動への移行に係る調査の結果【別添５】 

⑹ 部活動の地域クラブ活動への移行に係る課題点【別添６】 

 

５ その他 

 

  ６ 閉会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



●部活動地域移行検討協議会　１０名（年４回開催）

役職 職名 氏名

日本部活動学会副会長、大日向中学校長 長沼　豊

松本大学健康科学研究科准教授 新井　喜代加

中学校長会長（丸ノ内中学校長） 宮下　昌史

山間小規模校代表（会田中学校長） 宮澤　陽子

ＰＴＡ連合会 加藤　慎介

ＰＴＡ連合会 矢野　麻美

市スポーツ協会事務局長 横内　俊哉

NPO法人松本山雅スポーツクラブ理事長 柄澤　深

芸術文化振興財団理事長 青山　織人

公民館長会会長（今井公民館長） 櫻井　貞文

●部活動地域移行検討協議会参加メンバー　１９名

役職 職名 氏名

オブザーバー 信州大学教職支援センター准教授、松本市教育顧問 荒井　英治郎

教育長 伊佐治　裕子

教育次長 逸見　和行

教育監 坂口　俊樹

教育政策課長 小西　えみ

学校教育課長 清沢　卓子

学校施設担当課長 丸山　丈晴

生涯学習課長 石川　善啓

文化観光部長 小口　一夫

文化振興課長 清澤　明子

スポーツ本部長 大島　良司

スポーツ事業推進課長 山本　茂

住民自治局長 藤森　誠

地域づくりセンター長 甕　国人

市総括コーディネーター 幅　誠一郎

指導主事 髙山　智史

係長 降籏　基

主査 竹内　賢

主査 千賀　康孝

●協議会ワーキングメンバー　１５名

所属課 職名 氏名

課長補佐 小岩井　宏

課長補佐 小笠原　晃子

主事 中村　武史

市総括コーディネーター 幅　誠一郎

指導主事 髙山　智史

課長補佐 中村　安広

主査 小岩井　一樹

主任 森田　耀子

課長補佐 公保　靖彦

主事 脇谷　絵梨香

課長補佐 三井　正勝

主査 齋藤　康治

係長 降籏　基

主査 竹内　賢

主査 千賀　康孝

令和５年度　部活動地域移行プロジェクト　体制表

事務局

会　員

学校教育課

文化振興課

スポーツ事業推進課

学校支援室

事　務　局

生涯学習課

委　員

- 1 -



松本市教育委員会告示第７号 

 松本市学校部活動の地域クラブ活動への移行検討協議会設置要綱を次のよう

に定める。 

  令和５年３月２３日 

松本市教育委員会   

 

   松本市学校部活動の地域クラブ活動への移行検討協議会設置要綱 

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、将来にわたり生徒がスポーツ・文化芸術活動に継続して親

しむことができる機会の確保に向け、学校部活動から地域クラブ活動への移

行を検討するため、松本市学校部活動の地域クラブ活動への移行検討協議会

（以下「検討協議会」という。）を設置することについて、必要な事項を定め

るものとする。 

 （所掌事項） 

第２条 検討協議会は、次に掲げる事項を所掌する。 

 ⑴ 学校部活動の地域連携及び地域クラブ活動への移行に関すること。 

 ⑵ 移行に係る市の基本方針に関すること。 

 ⑶ 前２号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認めること。 

 （組織） 

第３条 検討協議会は、委員１０人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。 

 ⑴ 学校教育関係者 

 ⑵ スポーツ・文化活動関係者 

 ⑶ 有識者 

 ⑷ 前３号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認める者 

３ 検討協議会に会長及び副会長各１人を置き、委員の互選により定める。 

４ 会長は、検討協議会を代表し、会務を総理する。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から地域クラブ活動への移行が完了するまで

の間とする。 

 （会議） 

第５条 検討協議会は、会長が招集し、会長が会議の議長となる。 

２ 検討協議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 会長は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者を出席させ、説明

別添１ 
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又は意見を求めることができる。 

 （庶務） 

第６条 検討協議会の庶務は、教育委員会教育政策課において処理する。 

 （補則） 

第７条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、教育委員会が別に定める。 

 

   附 則 

 この告示は、令和５年４月１日から施行する。 
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学校部活動から地域クラブ活動への移行モデルケース 

受益者負担を基本に持続可能な子どものやりたいを応援する組織体制や仕組づくりを目的に、

モデルケースを先行実施し、移行に向けた課題の洗い出し、適正な負担額、市の支援策等を検討

する。   

 

４つのモデルケース 

⑴ 学校丸ごと移行型（梓川中学校） 

ア 受け皿  梓川少年スポーツ教室（１０種目） 

イ 運営主体 梓川少年スポーツ教室 

ウ 選定理由 団体が受入れに前向きで、組織としても成立。梓川中学校の生徒の多くが、 

既に教室に参加 

エ 指導者  地域の指導者 

⑵ 複数学校の特定競技移行型（軟式野球） 

ア 受け皿  既に行われている合同部活動ケースをベースにしながら、野球部がない学 

校も参加できるかたちのクラブチーム 

イ 運営主体 地域クラブ 

ウ 選定理由 野球部のある中学校は、単独チームの編成が困難な学校が多数あり、既に合 

同チームで大会出場するケースあり 

エ 指導者  教員＋地域の指導者 

オ その他  １月中旬に各中学校の野球部顧問に説明、意見交換を実施。いただいた意見 

を参考に、新３年生引退後の６月末以降の体制について検討 

⑶ 少数部活動種目移行型（バドミントン）※少数部活動とは、現在、ほとんどの学校に存在しない部活動を指す 

ア 受け皿  バドミントンクラブ 

イ 運営主体 地域クラブ 

ウ 選定理由 市内中学校でバドミントン部がある学校は４校（女鳥羽、安曇、大野川、奈 

川）のみだが、多くの高校ではバトミントン部があり、部員数も多く、中学 

生の潜在的ニーズを想定 

エ 指導者  地域の指導者 

オ その他  休日に北部・南部の体育館で経験者及び初心者を対象に「バドミントン教室 

（仮）」（５０回程度／年）を４月中旬から開始できるよう、現在調整中小 

学５・６年生では、平日・休日ともにやりたい種目の上位（アンケート結果 

から） 

⑷ 部活動指導員起点型（①波田中合唱部、②高綱中女子バスケット部） 

ア 受け皿  部活動指導員が所属する団体等 

イ 運営主体 地域クラブ 

ウ 選定理由 ① すでに部活動指導員による指導を受けている。 

② 地域移行を前提とした意欲的な新規指導者 

エ 指導者  地域の指導 

別添３ 
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地域移行モデルケースの進捗状況 
 

 

１ 学校丸ごと移行型（梓川中学校） 
(1) 受け皿  梓川少年スポーツ教室  

(剣道、軟式野球、卓球、サッカー、バレー男女、バスケ男女、テニス) 

(2) 運営主体 梓川少年スポーツ教室 

(3) 活動状況 

①【剣道】 

・指 導 者：牛田隆男さん 他 

・活動の様子：毎週水、土曜日 19:00～21:00。梓川体育館。約 30 名が参加。 

保護者が当番制で会場や健康観察を行う。剣

道人口が減っているが、多くの子どもたちが

参加しているとのこと。小中学生が混じって

練習。小さい子に配慮する年上の子どもの

姿。声出しの練習ができていた。 

・指導者から：(ｱ)他地区からの子どもも受け入れ可能。 

(ｲ)市民祭には「梓川剣道クラブ」で参加。 

(ｳ)指導者は仕事の後なので、平日の夕方の練 

習の指導は難しい。[課題] 

 

 

②【卓球】 

・指 導 者：丸山強さん 他 

・活動の様子：毎週水、土曜日 19:00～21:00。梓川体育館。

約 30名 (小学生を含む)が参加。卓球台 15台

に 2 人ずつで練習。送り迎えは保護者。当番で

準備と見守り。地元高校生もお手伝いに来るこ

ともある。 

・指導者から：(ｱ) 月 2,000 円を個人から徴収。指導者交通 

費、照明代、大会参加費を賄う。 

指導者はいるがマネージメントする人がいない。 

(ｲ) 指導者は無償。体育館の使用料は減免だが、照明代等がかさむ。 

(ｳ) 練習会場(梓川体育館)が狭く、他地域からの受け入れについて多人数は難し 

い。本年度改修工事のため、練習場の確保が心配。 [課題] 

(ｴ) 保護者の協力がなければやっていけない。クラブに入るときの条件。 

  

 

③【サッカー】 

・指 導 者：藤井秀康さん 他 

・活動の様子：休日には地域指導者も加わり、顧問とともに

サッカーの練習や大会での指導を行ってい

る。平日放課後も、スポーツ教室の地域指導

者が 3名位(コーチ内で担当を決めているとの

こと)で学校で指導している。 

・顧問から ：(ｱ) 地域移行の準備は、サッカーについては整

っている。地域の方が常に指導に入ってい

ただけるのはありがたい。部活動が地域移行したら、地域指導者に任すこと

ができる。 
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④【バレーボール(男子)】 

⑤【バレーボール(女子)】 

・指導者：二村真光さん、赤堀さん、森山さん 他 

・活動の様子：毎週水曜日 19:00～21:00。 

第 1,3,5 土曜日午前。 

第 2,4 日曜日午前。梓川中学校体育館

を借用して練習。二村さん、赤堀さん

ともに 30年近く、指導してきた実績

あり。生徒は全員バレーボール部員。

土日の大会や練習試合には同行してい

ない。 

・指導者から： 

(ｱ) 地指導者は会社勤めを終えて来るので、この時間は早められない。体育館開錠やネット設営

は保護者が当番で行ってもらっている。 

(ｲ) 長く無償でやっているので、今後指導料等は考えていない。練習会場の借用料やクラブにか

かるお金は保護者会費で賄っている。 

(ｳ) 部活動の地域移行には賛成だが、中学校の先生が全然かかわらなくなるのは困る。練習試合

を組むことは一般の人にはできない。【課題】 

 

⑥【バスケットボール(男子)】 

・指 導 者：二村喜子さん   他 

・活動の様子：毎週金曜日 19:00～21:00。 

第 2,4 土曜日午前。梓川中学校体育館を借用して練習 

二村さんはミニバス(小学生男女)に継続して、中学生男子

を指導。平日は顧問が指導し、休日はスポーツ教室で練習

してきたが、2、3年の部員 9 名の内、教室に入っている

のは 1名のみ。6 人は他クラブへ移籍。1 年生は、まだどちらのクラブにも未加

入。 

・指導者から： 

(ｱ) 30 年もバスケの指導にかかわってきたのに、こうなった(クラブ員がいなくなった)ことは寂

しい。地域で教えるということは、単に技術の向上だけでなく、地域とのつながりや絆という

意味がある。他のクラブは、この後継続していくのだろうか。(数年で終えてしまう心配もあ

る) 今、一人しかいない。新入部員がクラブに来てくれたらいい。 

 

⑦【バスケットボール(女子)】 

・指 導 者：岩原初美さん 他 

・活動の様子：毎週金曜日 17:00～19:00。 

第 2,4 土曜日午前。梓川中学校体育館を借用して練習 

平日は顧問が指導し、休日は顔を出す程度。ただし金曜日

は部活時間での活動はない。社会人となったОＧが指導の

手伝いに来ることがある。 

 

 

⑧【軟式野球】 

・指 導 者：未定  

・活動の様子：土日曜日。梓水苑グランド（予定） 

 ※他校との合同部活の可能性あり。 
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⑨【ソフトテニス】 

・指 導 者：濱野憲吾さん 他 

・活動の様子：日曜日 8:00～12:00。梓川中学校テニ

スコート。石井さん(他校教諭)が手伝

いに来る。梓川中のテニス部全員がク

ラブ員ではない(半分程度)。小学生も

参加。部活動とクラブの保護者会は分

かれており、保護者会長や集金も別。

クラブ費は月 500 円。規約では、梓川

地区にいる子どもが入ることができる

ので、他地区の子どもの入会は、現在認めていない。 

・指導者から： 

(ｱ) ここでの指導が 5 年になる。他県出身だが、できるだけ協力していきたい。仕事が終われば平

日の部活動にも顔を出したい。大会もコートに入って指導している。 

 

 

 

2 複数学校の特定競技移行型（軟式野球・女鳥羽中学校、清水中学校、山辺中学校） 
(1) 受け皿  市域を４地区程度に分け、各地区のクラブチーム 

(2) 運営主体 合同部活動から地域クラブへ 

(3) 指導者  鳥羽秀行（地域指導者、部活動顧問） 

(4) 活動状況 

【軟式野球】 

・現在の指導：宮澤教諭(女鳥羽中顧問)、山戸教諭

(清水中顧問)、野崎さん(山辺地

区)、山口さん(女鳥羽中保護者会) 

・活動の様子：平日は山辺中(2 名)が清水中で部活動

(委任指導)。休日は女鳥羽中、清水

中、山辺中が合同で練習したり、 大

会に出場したりする。 

・指導者から：(ｱ) 社会体育化もしくは拠点校部活

になった場合、指導者や審判の

謝礼等に費用がかかる。徴収するクラブ費が高額なる可能性も。備品や道

具、練習環境にもお金がかかる。[課題] 

(ｲ) 市教委 4 地区拠点校案は難しい。特に西部地区は合同になってもすぐに人数

が減ってしまう。[課題] 

(5) 他校の動き 

・高綱中(2 名)、附属中(1 名)、秀峰中(1 名)が鎌田中へ委任指導。鎌田中は旭町中と合同部活。 

・菅野中、筑摩野中でクラブ化の動き。指導者は地域の方や部活指導員を検討中。 
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3 少数部活動種目移行型 （バドミントン）  
(1) 受け皿  地域クラブ 

(2) 運営主体 バドミントンクラブ(まつもと城東 BC) 

(3) 指導者  須藤憲一さん 他クラブの指導者 

(4) 活動状況  

【バドミントン】 

・指導    ：まつもと城東 BC の日本スポーツ協会公認指導者 

・実績   ：5/52 回開催 延べ 35 人参加（5/26 現在） 

・活動の様子： 

(ｱ) 週 1 回、市内体育館(総合体育館、本郷体育館、南部体育

館、寿体育館等)を利用してバドミントン教室を開催。主に

初心者を対象に各回に参加費(保険代)を徴収して実施。バ

ドミントンの普及を目的とするが、さらに技術向上を目指

す者は他の曜日の練習に移行していく。 

(ｲ) 競技団体指導者ということで、競技性に特化して教える

イメージだったが、マナー指導（挨拶や練習態度、感謝の

心等）による人間性、社会性の教育を含め、資格を持った指導者がきちんと教えている印

象。 

・保護者の声： 

(ｱ) 今回のバドミントン教室をネットから知る。ホームページに申込書があった。子どもがバ

ドミントンをやりたいと言っていたが、学校の部活動がなかったのでネットで探した。(部

活の地域移行という意識での参加ではない) 

(ｲ) 前回は知らなかったので参加できなかった。総合体育館での開催であっても、(鉢盛中学区

で遠いが)参加したい。 

(ｳ) 中学校の部活には入部しない予定(Ｈ中男) 

(ｴ) 中学校の入部届の締め切りが早かったので、先日男子バスケットボール部に入部した。バ

ドミントンもやりたいけれど迷っている。 

 

 

4-1 部活動指導員起点型(合唱・波田中学校) 
(1) 受け皿 ：部活動指導員が所属する団体等 

(2) 運営主体：波田合唱クラブ 

(3) 活動状況 

【波田中学校・合唱】 

・指導者：折橋章子さん(R4 部活指導員)、横内正さん（波田中合唱部顧問） 

・活動の様子：平日は中学校音楽室で部活動。土曜日は波田公民館大会議室等を利用して練習。

大会前はアクトホールを使用することもある。現在、クラブは波田中学校の合唱

部員のみ。 

・指導者との懇談から： 

(ｱ) 規約を作成し、近日中に保護者会

を開催し、クラブへの移行につい

て説明する予定。子どもたちへの

説明(指導者は変わらないこと、休

日の活動がクラブ活動になるこ

と、いずれ他校の生徒も加わるこ

ともあること等)は話してある。 

(ｲ) クラブ費は当面徴収しない。保険 

料を集金し、保険をかける。 

(ｳ) 謝金の支払いについては、教育政策課で書類等整備。横内教諭は「兼業届」を学校支援室へ 

提出する。 

(ｴ) 練習は公民館を使用していくが、学校の音楽室を借りる場合は外部団体と同じ手続きで借用 

する。 
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4-2 部活動指導員起点型(バスケットボール・高綱中学校) 
(1) 受け皿 ：部活動指導員が所属する団体等 

(2) 運営主体：波田中学校女子バスケットボール部→クラブ「オールウェイズ」 

(3) 活動状況 

【高綱中学校・女子バスケットボール】 

・指導者：武居伸侍さん(R5 部活指導員)  

・活動の様子：通常の部活動を行う。クラブ登録をバスケットボー

ル協会にはすでに提出済み。クラブへの移行は、中

体連の大会終了後(三年生引退)に考えている。 

・指導者との懇談から： 

(ｱ) 顧問はバスケットボール未経験のため、できるだけ放課後練習

にも来たい。 

(ｲ) 都市大塩尻高校のバスケットボール部にもかかわっているが、

本年度は中学生の指導に重点を置きたい。強いチームを求める

のでなく、バスケットボールの楽しさを広めたい。他校からの

受け入れも可能。 

(ｳ) 現在、他クラブに加入している生徒が 2名いる。中体連に参加できるチームから出場するこ

とを希望しているので、各個人が出場チームを決める方向。 
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部活動の地域クラブ活動への 

移行に係る調査 
 

 

結果の概要 
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松本市教育委員会 

「やってみたい！」 プロジェクト 

子どもの を応援する ガクトまつもと 
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1 調査目的 

本調査は、部活動の地域クラブ活動への移行を受けて、スポーツや文化の活動を「やってみたい」と考えている

子どもを応援するための制度を整えるためにニーズを把握することを目的とする。 

 

２ 調査時期 

令和 4（2022）年 12 月 

 

３ 調査対象者・分析対象者 

所属 調査対象者（名） 分析対象者（名） 有効回答率（％） 

小学 5・6 年生 3,746 3,031 80.9 

中学 1・2 年生 3,894 2,922 75.0 

中学 3 年生 2,003 1,361 67.9 

小学 5・6 年生保護者 3,746 1,274 34.0 

中学生保護者 5,897 1,518 25.7 

中学校教員 545 204 37.4 

 

４ 調査方法 

QR コード又は URL からリンクされた調査に、オンライン上で回答を求めた。 

 

５ 留意点 

１）調査結果は小数点第 1 位までの表記となり、この合計は必ずしも 100％ではない。 

２）調査項目は、見やすさの観点から簡略化して表記している箇所がある。 

３）項目の上位を表示する場合、4 件法の場合は、項目文を肯定する回答の割合の和の上位を記している。 

たとえば、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回答した割合の和を上位としている。 

 

 

  1 
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小学５・６年生 

2 
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 小学５・６年生 

中学校の部活動が地域クラブ活動に移行した後の 

「平日」のスポーツや文化活動の実施希望 

 

 

中学校の部活動が地域クラブ活動に移行した後の 

「休日」のスポーツや文化活動の実施希望 

 

 

81.2% 18.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

やりたい やりたくない

55.6% 44.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

やりたい やりたくない

3 
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 小学５・６年生 

「平日」にやってみたいスポーツや文化活動 トップ１０ 

 

 

「休日」にやってみたいスポーツや文化活動 トップ１０ 

 

 

5.7%

4.8%

4.7%

4.4%

4.4%

4.2%

4.1%

4.0%

3.3%

3.2%

0% 2% 4% 6%

バドミントン

バスケットボール

サッカー

美術

卓球

バレーボール

キャンプ

家庭科（調理・手芸）

ダンス

吹奏楽

5.4%

5.4%

5.4%

4.4%

4.1%

4.0%

3.8%

3.7%

3.6%

3.6%

0% 2% 4% 6%

バドミントン

バスケットボール

サッカー

キャンプ

バレーボール

卓球

吹奏楽

美術

家庭科（調理・手芸）

ダンス

4 
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 小学５・６年生 

地域クラブ活動に望むこと トップ３ 

 

 

休日の地域クラブ活動の希望実施頻度 

 

 

72.0%

76.1%

61.3%

21.8%

16.1%

26.2%

3.7%

3.6%

8.8%

2.4%

4.1%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽しむことを大切にしてほしい

いじめなどがないようなサポート

をしてほしい

自分のレベルに合った指導が受け

られるようにしてほしい

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

39.5%

7.0%

23.2%

19.8%

9.1%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40%

毎週土曜日

毎週日曜日

1週間のうち、土と日のどちらか1日のみ

1週間のうち、土曜日と日曜日の両日

2週間に1度くらい

1ヶ月に1度くらい

楽しむことを大切にしてほしい 

いじめなどがないようなサポートを

してほしい 

自分のレベルに合った指導が受けら

れるようにしてほしい 

毎週土曜日 

毎週日曜日 

1 週間のうち、土と日の両日 

2 週間に 1 度くらい 

1 ヶ月に 1 度くらい 

5 
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中学１・２年生 

6 
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 中学 1・2 年生 

中学でやってみたい部活動はあった？ 

 

 

所属部活動 

運動部 文化部 

 

 

78.3% 21.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ
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15.6%
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その他音楽

その他
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 中学 1・2 年生 

部活動に取り組んで「良かった」こと トップ３ 

 

 

部活動で改善が必要と感じること トップ３ 

 

 

67.2%
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どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

16.5%
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55.6%
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こと

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

自分の技能を高めることができた 

友人関係が広がった 

努力した経験を生かすことができた 

顧問が忙しそうで、大変そうに思える 

休日の部活動の活動時間が長いこと 

平日の部活動の活動時間が短いこと 

8 
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 中学 1・2 年生 

部活動への加入率 

 

 注）地域スポーツクラブ、あるいは地域の文化クラブのみに所属している者、及びどこにも所属していない者等

を含めた割合を 100%としている。 

 

中学校の部活動が地域クラブ活動に移行した後の 

「休日」のスポーツや文化活動の実施希望 

 

 

42.8%

18.8%

0.3%

13.3%

1.9%

1.7%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

「運動部」のみに所属している

「文化部」のみに所属している

「運動部」と「文化部」の両方に所属して…

「運動部」と「地域のスポーツクラブ」に…

「運動部」と「地域の文化クラブ」に所属…

「文化部」と「地域のスポーツクラブ」に…

「文化部」と「地域の文化クラブ」に所属…

29.4% 26.8% 23.5% 20.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加したい どちらかといえば参加したい

どちらかといえば参加したくない 参加したくない

「運動部」と「文化部」の両方に所属 

「運動部」のみに所属 

「文化部」のみに所属 

「運動部」と「地域スポーツクラブ部」
に所属 

「運動部」と「地域の文化クラブ」に所
属 

「文化部」と「地域のスポーツクラブ」
に所属 

「文化部」と「地域の文化クラブ」に所
属 
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 中学 1・2 年生 

「休日」にやってみたいスポーツや文化活動 トップ２０ 

 

 

6.0%

6.0%

5.9%

5.7%

5.0%

4.9%

4.4%

4.3%

3.8%

3.8%

3.0%

2.8%

2.7%

2.7%

2.5%

2.5%

2.5%

2.4%

2.3%

1.8%

0% 2% 4% 6% 8%

バドミントン

卓球

バスケットボール

バレーボール

ソフトテニス（軟式テニス）

サッカー

陸上競技

吹奏楽

美術

ダンス

茶道

スキー

水泳

家庭科（調理・手芸）

技術・ロボット製作

弓道

コンピュータ・情報

その他音楽

軟式野球

剣道

10 
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 中学 1・2 年生 

地域クラブ活動への加入に伴う心配 トップ３ 

 

 

こんな地域クラブ活動であれば参加したい トップ３ 

 

注）「休日」のスポーツや文化活動の実施希望において「参加したくない」「どちらかといえば参加したくない」と回答し

た者への質問 

40.0%

33.1%

31.2%

23.0%

25.8%

23.0%

13.1%

16.8%

15.4%

23.9%

24.4%

30.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

指導者の指導方法が、厳しすぎたり、高圧

的・威圧的など、適切なものでない可能性…

どのくらいの費用（月謝）が掛かるか

「平日」と「休日」で指導者が変わること

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

71.3%

61.4%

59.6%

15.6%

23.5%

23.4%

5.1%

6.5%

8.7%

7.9%

8.6%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 参加するかどうかを自分で決められること

4 自分なりのペースで進めていくことができ

ること

5 丁寧に教えてもらえること

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

どのくらいの費用（月謝）が掛かるか 

「平日」と「休日」で指導者が変わる
こと 

指導者の指導方法が、厳しすぎたり、高
圧的・威圧的など、適切なものでない可
能性があること 

丁寧に教えてもらえる 

自分なりのペースで進めることができ
る 

参加するかどうか自分で決められる 
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中学３年生 
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 中学３年生 

中学でやってみたい部活動はあった？ 

 

 

所属部活動 

運動部 文化部 

 

77.9% 22.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ

17.9%

15.3%

14.8%

14.2%

13.7%

13.1%

5.9%

2.3%

1.8%

0.2%

0.1%

0.1%

0.5%

0% 10% 20%

バスケットボール

卓球

ソフトテニス

バレーボール

陸上競技

サッカー

軟式野球

剣道

バドミントン

ソフトボール

新体操

水泳

その他

47.4%

33.1%

5.1%

5.1%

3.1%

2.4%

1.4%

1.0%

0.3%

1.0%

0% 20% 40%

吹奏楽

美術

合唱

理科・科学

家庭科（調理・手芸）

演劇

技術・ロボット製作

コンピュータ・情報

その他音楽

その他
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 中学３年生 

部活動に取り組んで「良かった」こと トップ３ 

 

 

部活動で改善が必要と感じること トップ３ 

 

 

71.8%

75.9%

63.0%

21.0%

16.4%

26.4%

4.0%

3.9%

6.6%

3.1%

3.8%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2 自分の技能を高めることができ

たこと

4 友人関係が広がったこと

5 努力した経験を生かすことがで

きたこと

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

22.8%

18.2%

23.0%

28.2%

22.2%

16.7%

20.3%

20.6%

15.2%

28.6%

39.1%

45.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10 顧問が忙しそうで、大変そう

に思えること

1 専門的な技術や能力をもった顧

問でないこと

2 自分の取り組みたい種目（部活

動）がないこと

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

自分の技能を高めることができた 

友人関係が広がった 

努力した経験を生かすことができた 

顧問が忙しそうで、大変そうに思える 

専門的な技術や能力をもった顧問では
ない 

自分の取り組みたい種目（部活動）がな
い 
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 中学３年生 

現在スポーツや文化活動をやっていない生徒が 

新たな地域クラブ活動に望むこと 

 

56.1%

50.5%

50.5%

57.1%

56.7%

46.9%

51.0%

20.4%

23.7%

29.9%

27.6%

23.7%

21.4%

26.5%

2.0%

11.3%

5.2%

5.1%

8.2%

13.3%

6.1%

21.4%

14.4%

14.4%

10.2%

11.3%

18.4%

16.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加するかどうかを自分で決められること

活動日・時間を柔軟に決められること

自分の技能に合わせて教えてもらえること

自分なりのペースで進めていくことができる

こと

丁寧に教えてもらえること

大会やコンクールへの参加を選択できること

活動を楽しむレクリエーション志向であるこ

と

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

参加するかどうかを自分で決められる 

活動日・時間を柔軟に決められる 

自分の技能に合わせて教えてもらえる 

自分なりのペースで進めていくことが
できる 

丁寧に教えてもらえる 

大会やコンクールへの参加を選択でき
る 

活動を楽しむレクリエーション志向で
ある 
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小学５・６年生保護者 

中学生保護者 
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 小学５・６年生保護者 

地域クラブ活動移行に伴って月謝が必要となる場合の 

許容できる金額 

 

平均値 4715.3 標準偏差 3829.2 中央値 5000 

 

 中学生保護者 

地域クラブ活動移行に伴って月謝が必要となる場合の 

許容できる金額

 

平均値 3605.6 標準偏差 3507.8 中央値 3000 
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 小学５・６年生保護者 

地域クラブ活動への送迎の可否 

 

 

 中学生保護者 

地域クラブ活動への送迎の可否 

 

 

21.7% 53.6% 17.6% 7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

送迎できる どちらかといえば送迎できる

どちらかといえば送迎できない 送迎できない

24.7% 52.8% 16.3% 6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 送迎できる 2 どちらかといえば送迎できる

3 どちらかといえば送迎できない 4 送迎できない
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 小学５・６年生保護者 

地域クラブ活動への加入に伴う心配 トップ３ 

 

 

 中学生保護者 

地域クラブ活動への加入に伴う心配 トップ３ 

 

 

34.3%

31.5%

23.7%

36.9%

35.0%

37.1%

18.9%

23.6%

23.7%

9.9%

9.9%

15.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どのくらいの費用（月謝）が掛かるか、心配

である

指導者の指導方法が、厳しすぎたり、高圧

的・威圧的など、適切なものでない可能性…

希望する競技レベルや技能水準の指導を受け

られるクラブが見つかるか、心配である

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

28.8%

27.6%

23.9%

36.5%

33.7%

35.3%

22.2%

24.9%

23.6%

12.5%

13.8%

17.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7 どのくらいの費用（月謝）が掛かるか、

心配である

3 指導者の指導方法が、厳しすぎたり、高

圧的・威圧的など、適切なものでない可能…

4 部活動の仲間と、新しい活動団体の仲間

のどちらと一緒に大会やコンクールに出場…

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

どのくらいの費用（月謝）が掛かるか 

部活動と新しい活動団体とのどちら
で大会等出場すればよいか 

指導者の指導方法が、厳しすぎたり、高
圧的・威圧的など、適切なものでない可
能性があること 

どのくらいの費用（月謝）が掛かるか 

希望する競技レベルや技能水準の指
導を受けられるクラブが見つかるか 

指導者の指導方法が、厳しすぎたり、高
圧的・威圧的など、適切なものでない可
能性があること 

19 
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 小学５・６年生保護者 

現在スポーツや文化活動をやっていない子どもが 

新たな地域クラブ活動に望むこと ＴＯＰ３ 

 

 中学生保護者 

現在スポーツや文化活動をやっていない子どもが 

新たな地域クラブ活動に望むこと ＴＯＰ３ 

 

59.5%

55.5%

59.2%

35.9%

37.8%

32.7%

2.9%

4.5%

4.5%

1.7%

2.2%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5 丁寧に教えてもらえる活動

3 子どもの技能に合わせて教えてもらえる活

動

1 参加するかどうかを子どもが決められる活

動

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

50.4%

50.0%

45.3%

40.2%

37.9%

41.9%

4.3%

4.3%

6.8%

5.1%

7.8%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5 丁寧に教えてもらえる活動

1 参加するかどうかを子どもが決められる活

動

3 子どもの技能に合わせて教えてもらえる活

動

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

丁寧に教えてもらえる 

参加するかどうかを自分で決められる 

子どもの技能に合わせて教えてもらえ
る 

丁寧に教えてもらえる 

参加するかどうかを自分で決められる 

子どもの技能に合わせて教えてもらえ
る 
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中学校教員 
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 中学校教員 

休日の部活動指導への負担感 

 

 

平日の部活動指導への負担感 

 

 

 

48.0% 29.1% 14.5% 8.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

負担である どちらかといえば負担である

どちらかといえば負担ではない 負担ではない

39.6% 34.1% 18.1% 8.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．負担である ２．どちらかといえば負担である

３．どちらかといえば負担ではない ４．負担ではない
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 中学校教員 

移行後の休日の地域クラブ活動の指導希望 

 

 

移行後の平日の地域クラブ活動の指導希望 

 

 

 

9.5% 15.4% 16.9% 58.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．希望する ２．どちらかといえば希望する

３．どちらかといえば希望しない ４．希望しない

6.0% 14.9% 19.9% 59.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．希望する ２．どちらかといえば希望する

３．どちらかといえば希望しない ４．希望しない
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 中学校教員 

休日の地域クラブ活動の指導実施の際の希望報酬 

 

 

平日の地域クラブ活動の指導実施の際の希望報酬 

 

 

注 1）休日または平日の地域クラブ活動の指導希望について「希望しない」「どちらかといえば希望しない」と回答した者のうち、希望

しない理由として「労働に対する対価が見合わないから」と回答した者への質問。 

注 2）休日においては「1時間 1000円以上 1200円未満」は 0％であった。 

 

7.7% 23.1% 69.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間800円以上1000円未満 1時間1000円以上1200円未満

1時間1200円以上1500円未満 1時間1500円以上

2.3% 18.6% 11.6% 67.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間800円以上1000円未満 1時間1000円以上1200円未満

1時間1200円以上1500円未満 1時間1500円以上
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・部活動の地域クラブ活動への移行に係る課題点を集約しました。この課題点は、令和４年１２月に実施した調査結果及び希望中学校への訪問説明時や関連課との会議で出された意見から集約されました。
・分類には各内容に対する見出しを示し、課題提起者には内容の主な提起者に○を付しました。対応者には、主担当として各内容への対応原案を作成する担当課を示しました。期限には対応完了期限を示しました。

学校 保護者 関係者

1

市として
の理念

松本市としてのビジョンを（しかるべき人から）示してほしい。休日部活動の移行という
観点からだけでなく、松本市として、スポーツや文化の活動をどのように捉えているか示
してほしい。この長期展望からR5（R6も）の地域クラブ活動の目指す姿（当面の完成形）
を示してほしい。

○ ○ ○

学校教育課
スポーツ推進事業課

2023/10/1

2
推進日程 本当に部活動の移行は行われるのか。いつから部活動がなくなる、ということを明言して

ほしい。覚悟が決まらない。令和8年度の移行に向けて、R5は何をするのか。具体的なスケ
ジュールを示してほしい。

○ ○ ○
教育政策課
学校教育課

2023/10/1

3
協議会 協議会の議論の様子を定期的に共有してほしい。何が決まって、何が課題点なのかについ

て、現場レベルでは情報がない。校長会・教頭会等で教えてほしい。
○

教育政策課 2023/6/30

4
協議会 どのようなルートで情報は周知され、どこが課題点を検討するのか。どこが何をするの

か、という協議会の持ち方を明らかにしてほしい。
○ ○

教育政策課 2023/6/30

5
指導者 希望する教員が地域クラブ指導者となり、希望しない教員が関わらないで済む体制をお願

いしたい。
○ ○

学校教育課 2024/3/31

6

競技会等
の在り方

中体連以外の競技会運営にも教員が関わっていたが、今後、指導を希望しない教員が増え
ることが予想される。運営スタッフの不足を補充するアルバイト等を募集すれば、結果的
に参加費の高騰を招く可能性がある。競技会等の在り方を検討する必要があるのではない
か。

○

スポーツ推進事業課 2023/12/1

7
地域クラ
ブ活動の
在り方

地域クラブ活動のガバナンスを担保する必要がある。指導者のハラスメント、異なる学校
間で集まる生徒間のトラブルについても学校ではなく各地域クラブ活動で対応する必要が
ある。

○ ○
スポーツ推進事業課 2023/12/1

8
地域クラ
ブ活動の
在り方

レクリエーション志向の種目などをはじめ多様な種目を体験できる地域クラブ活動が活発
になるよう期待したい。 ○ ○

教育政策課 2023/12/1

9
指導者の
質

教員が大切にしてきた生徒個人の特性等に応じた指導は、これからも重要である。子ども
と接する機会の少ない地域クラブ指導者の質を向上するために研修の機会が必要である。
市として研修会を確保してほしい。

○ ○
スポーツ推進事業課 2024/3/31

10

指導者の
量

教員が「休日だけでなく、平日も指導に関わりたくない」という意思を表明する状況が予
想される。休日も、まして平日の地域クラブ活動の指導者を確保することは困難である。
一方で子どものスポーツや文化の活動の衰退は避けるべき。指導者を安定的に確保できる
体制を手当てを含めて検討し、整えてほしい。持続的に関わることのできる指導者を確保
するために人材バンク等の検討をお願いしたい。

○ ○

教育政策課 2023/12/1

11
指導者の
量

国は教員に支給されてきた教員調整額の見直しを図っているようだが、今後残業代が支払
われることで、教員が平日の時間外に部活動指導を担うという方針があるのか。国の動向
を教えてほしい。

○ ○
学校教育課 2024/3/31

12

会費 地域クラブ活動への移行は、低廉な部費から高い月謝を支払うことへ転換されることが予
想され、「やってみたい」活動を行えない生徒が一定数生じることが考えられる。低廉な
月謝となるよう補助を検討いただくか、低廉な月謝となる地域クラブ活動を創設してほし
い。そうでないと、スポーツや文化活動の衰退を招きかねない。

○ ○

教育政策課
スポーツ推進事業課

2024/3/31

13
送迎 今まで通学する中学校で練習が行われてきた。地域クラブ活動では活動場所は遠方になる

可能性がある。周回バスなどにより、「やってみたい」を続けられるシステムを検討して
ほしい。

○ ○
公共交通課 2024/3/31

14
産学官の
連携

体育館や文化施設を有する一般企業や、スポーツ関連企業、あるいは、近隣大学との連携
により、地域に根ざすスポーツや文化の活動を醸成してほしい。

○ ○
スポーツ推進事業課 2024/3/31

15
第3者機関 部活動であれば、生徒間のトラブルや顧問の不適切な対応は、学校や教育委員会が指導管

理してきた。今後地域クラブ活動を管理し、指導する機関が必要になるのではないか。 ○
スポーツ推進事業課 2024/3/31

16
保険 地域クラブ活動への加入に際しては、子どもや指導者の怪我や事故への保障をカバーでき

る学校の共済保険と同等の保険への加入をお願いしたい。
○

学校教育課 2023/6/30

17

施設・用
器具

地域クラブ活動が学校施設を借りられないと活動できない。中学生が所属する団体には学
校施設の優先利用をお願いしたい。そのための学校開放を検討してほしい。その際、校舎
に入らなくてもよい外トイレの充実や、ナイター整備も検討願いたい。また地域施設も同
様に検討願いたい。

○

学校教育課施設担当 2024/3/31

18

施設・用
器具

たとえば吹奏楽では、楽器を保管でき、素早く練習を行うことのできる学校の音楽室の利
用が期待される。この場合、地域クラブ活動が利用できる学校開放の在り方が求められ
る。具体的には、地域指導者が利用可能となるよう施錠等の在り方を検討する必要があ
る。

○ ○

学校教育課施設担当 2024/3/31

19
施設・用
器具

平日や休日の学校施設開放に学校が関わらない仕組みを作ってほしい。
○

学校教育課施設担当 2024/3/31

令和５年度　部活動の地域クラブ活動への移行に係る課題点

課題提起者
内容 対応 対応者 期限 対応日分類№

別添６
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別添６

20
施設・用
器具

部活動では消耗品や備品として整備され利用できた用器具（デジタルタイマーやボール、
楽器など）を地域クラブ活動は利用可能か。利用できる体制が必要だと思われる。 ○

学校教育課施設担当
スポーツ推進事業課

2024/3/31

21
指導方針 当面、平日と休日とで異なる指導者が指導するため、指導の方向性が異なると混乱する可

能性がある。またどちらの団体で大会に出場したらよいかを迷う。
○ ○ ○

スポーツ推進事業課 2024/3/31

22

兼職兼業
による指
導の混乱

兼職兼業が許可された教員が、平日は部活動の野球を指導し、休日は地域クラブ活動の
サッカーを指導している。休日に中体連大会と地域クラブ活動の大会とが重なった場合、
どちらを優先する必要があるか。本務は学校であることから部活動を優先することは理解
しているが、一方で地域クラブ活動の醸成を目指す際には、この問題がクリアにならない
と足かせになる。可能であれば、このような問題をクリアするために休日のみならず平日
の部活動の廃止を検討してほしい。

○

学校教育課 2024/3/31

23
特色ある
地域クラ
ブ活動

活動自体を楽しむレクリエーション志向の地域クラブ活動を増やしてほしい。競技志向す
ぎると入ることにハードルが高くなると思われる。様々な活動を整備してほしい。 ○ ○ ○

スポーツ推進事業課
生涯学習課
文化振興課

2024/3/31

24
地域クラ
ブ活動の
在り方

新規に地域クラブ活動の団体を設立したいが、どうしたらよいだろうか。
○ ○ ○

スポーツ推進事業課
生涯学習課
文化振興課

2023/7/30

25

部活動の
在り方

学校は、今後入学する生徒数を勘案して、部活動の存続や他校への委任指導、合同部活動
など、部活動の在り方を検討しはじめてよいか。部活動を廃部とすれば、他の部活動の人
数が増える偏りが生まれる可能性もある。同様に他校との調整を図る必要はないか。学校
として動きたいが、どのように動いたらよいか教えてほしい。この検討の際、学校間のみ
ならず競技協会、中体連等との連携をお願いしたい。また拠点校部活動についても同時に
検討願いたい。

○

学校教育課 2023/12/1

26
県の財源 休日の部活動には、部活動手当が支給されていた。地域移行が進み、顧問が指導しなくな

れば、県はこの財源をどのように活用していくのか。この財源が地域クラブ活動への補助
となるか。

○ ○
教育政策課 2024/3/31

27
地域特性 山間地の部活動をどのように移行するのか。山間部の学校の生徒の「やってみたい」を実

現するために、送迎の問題を含めて検討してほしい。
○ ○ ○

教育政策課 2024/3/31
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